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幣食道の亙経回ξ記す

る簾瓢組識四二研兜
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　　　　　　　．㌔，音1濫ll∫’いンゴ：1’淫1鎖9・1で＝㌃

　　　　　　　　撫の静に∵蝉は顧と胃の醐に南って下野謝る

　　　　　　　筋艶魔であるが，軸鋤と翻（反撃）蜘と6網野．

　　　　　　　いて繭魎の鯛を趣・練もどし柄卿爵しだのち語嫌．

1　獅伽わゆる反響わ磯懸な割合潤めている．．

　　　　　　　蘇麟欝鞍劇多くの瀦ψて脇門

　　　　　　　撃て聯碑と雛型の辮繊騨縁ρ磯雛
　　　　　　　廼附しだ轡飾灘支1己艶場から麟灘の環騨．

　　　　　　　の器官としての立場で邉究されたもφが多ぐ’，単冒動物の食管が

　　　　　　　凱供試さ燈硬年端脚を灘r二丁燭が・

　　　　　　　の磯構を無視しては充舷糊ななされない。項．

　　　　　　　　三階動物の食遮の神経分商については・川田らによる牛の：食道

　　　　　　　に鮒る騨経と運動野の離の分布にrい㊥鞘徳．

　　　　　　　糧や山田らなどによる畔の食喚ける凹凹肺群、

　　　　　　　運脚化学的に研究しだ報告例に接ずるのみであつで，食道の神経
　擁　　　　　　　　　　　　　　”』・駆　9一ζ．’㌃ご　　一　’一’・

　り　　　　　　　　　　　　　　　　一ムー㌧　　，．　　’　　　ゼ

悔
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分布に注關a記し婦脚当ら蜘ま牟とく三
道雌蕊と繭聯つと恵漁る鰍雇）の騨つ
　いて読響討さ劇て瞬込。友駕鋤の蝿擦蝉騒吻と違

　　い全長横運脚らなρているが閉経支灘の叢§からみ魁給・

騨雑ρ支配下に脚で∵燗醐1翻筋と違う醐

鰍燭函四阿纐筋嚢四脚騨欄か
潤る興野鰍仮慌し即断もつて聯ζ螺
欄されるの聯茄㈱こ鋤野点から鰯脚・

・’ T的特鯵識輝騨旱られ軸
／ら嫡聯物嚇綱一る鴬野徽の』つとし鰍

．干

飾聯雌9て男郷き神二野＿．．
∫トかして・騨瞬ゆべ鱒を黒癩沸の鱒

・罵る神門の解纏的拶に繊学的聯糊糊

1的で勅攣を鰍て鱒の鞭薙し斥次第聯・検
　　索に当っては，まず全体どして嚢道がいかなる神経支配下にある

　・二かを追究し沈のち，と’くに筋層について’ノいiわゆる内臓横敵筋と、

　　虞の轍を麗するべく細ゆ注意を払うと同騨個有知覚

　　の問題やいかなる運動を発現するかなどにっ持て考察する基1資

　　料を得るため・以下所期の検索を異施しだ。

　　　　　　　　　　　　　　　㌘之一．，



¥ 研究なおとその万法

に;ギ研究材~食道の支配神経の分布の系統的信擦のために 4

潟，会忌怒り符s各分布の滋詩学的研究のために 25例，合計2，9

歩訪Z供諒されたo 今、 ー

食道の支配持経の系統録部学的観察VC~いては，反努i霊訪

とと〈花関係のあるよ半部管に対する衿経分布を追究した。まず，

送主主将経の起始を確認しついでO~ll畏頭部K会ける迷走神経の走

行と分校，ほかの神経との関係，さらに頚部と潟部の分布状態な

ど託つwて筏察した。

a 符i滋金容の謹滋学的説先には BODIAU氏銭銀法， .~A::r AL 

法務二密談技法， FLETOlIER氏総務染色法主主応用したが F必姿

、it:rt;じてH-E染色法お・よび耗堅議線終と議合長会議総との銭加のた

，1(>1長アニリン背援によゐ対染法を務用した0"，，:'; 

容筏成続会主び考察 e ヘ

L 鰐音u学的に，迷走狩逃は破袋孔から出ゐと直ちVど大きな謀

議採持説筋を形成すゐが，や L下ったととろで上説神経節と複雑

に充義してj;~tJ ， ~自殺頭背部以下では両神経が連合して迷走交感

特護持となって加る。 pffi頭背部の迷走神経幹からはE垣頭校，外取

京神経，上役演神経の各校が今般さt'L，ζ九らは相互に年タゑい主主

は交蕊枠flさとの前で絹枝をもって返絡しているが，食道上部を支
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記する技は縞競技の食道筋校とよ01柔頭衿怒り後三2却なである。設

部食道の背外偲f去にそって下った迷走交Z気持歪幸子はi宍!さ入口認で

迷走，交感の両神経幹vc分践するが，記者はh~~.il字.;て至って反自〈

下喉頭〉械還を分段したのち 2さらに下部信三に多款の支記授を

一
一

二与えている一反問符経は心綴底部で塁状衿経怒から縮技を受けた

りち，認定して跨絡を出で F綴怒り食道と気管の認を若干の縮技

を分与しつつ上走して塔頭絡に還し，前途上喉頭衿径の後部総校

と~.合したのち F そとに著明な持経線を形成しているく後述〉ミ

弘上の所見よ!}，食道上半部は議定宇?経から分校した媛設設，ょ

喉原神経辛子よび反図持議によって支配されてj;，.....!J，またζれらの

，校には交感神経袋索の鑓伴し.てい.るととが知られるoながJ抗議

頭神経は先菖には分布していない。

前述したように，鋭部り返送神経ば3tz守ド経と迷合して共

凡退幹を形成していゐがす滋議学的ve両者は別々の被践で稜われ独

立幹をなしている。遂走神経vcは種々@太さくエ........12ミクロ y

〉の有髄金主び無銭両神経線経が含まれているほか，単密状，偽

単認状あるいは多極状の神経紛胞が多支に含まれる。神経.摺胞は

大体球j診るるいはお円形で， 5 8--1 6 1ミクロンの大きさを守

ぃ→昌，ま九に二倍の該ふ詠を合む淡染性り円j彰被をもって\~

ー.ー
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る。乙丸らの神経総m~~'ヱ，所見主!J 1国律(国交lお〉衿込系にぞ
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｛　．∴反聯騨曝露細筆塗聯豚噸ヅ．

　　　　　　　韓紅ψ騨細鱗6財r紳2・卿匹



　　　　　ζぐに前四三て晦麟二三謡る・瀟軽

　　　　　繍B岬琳騨嘩φ上靴輪晦鱗行詰ぐ

　　　　　．畿皇1諜畿隷震莞ξ禦灘』

　　　　　騨轟麟締も9て・一聯肢筋細るよ鰯

　　　　　』辮繊の形成捗樋嘩ゆ撫節は夕繍囎瀞よぴ

■．聡綿の魏外燦約3秘画醐で5淘25個・綴隙で

■　 はユ・栩即詰団をなしている・灘緬鱗三分が多磁
ほ1で・・D・一の製脚置型が区別さ幽幽締て

目　翻若型齢・之伽灘灘に麟齢ぞくするもρ．

レ1　である6麟，心慮管の周瞭は面嫌繍の瀕がみられ
　…

　　　　　　経画論のが幽幽さμだ・自律神経の終臓置礁翻帷雛

「
・
陛
『

め淵な細髄，すなわち，終講（SτOEHR）で表わさ紋

　　　　　　　　　　　　　　　一　・　奏
慶り；横紋筋糠維於よび付近の毛細血管は終話網の接触によって

主宰さ紋いる．自認灘縛細鐘の上端鞭いてとく

に発達して騎ρ・そこにはSG即姻遣氏核よりや＼天きい特殊細

胞核の存在がみらμる。な澄、，食道横紋筋には自律神経系から：遵

　　　　　　　　　　　　　一6一
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ll・　↓幅（蜘ゆ騨灘二人・纏蝉三面

　　　　　　　　6騨申瞬は鑓のキ騨普通電さ為嫡噸
　　　　　　　二三よび下頸：痴k招ける分布は少な込。筋層に寿いで検出した知

　　　　　　　覚謙主とし隅隅三分紬欝欝1：碗瀬

　　　　　　　『る⑱大岬輔神本）纈薗轡雌皮面



レ　　　　　　．、　　一
疑　叉二1三三・綜・・ガ・∵節・弓で霞・・∵1・．一・㍗・・…：1∵’■一・・∵　　　一

　　’∫妨鱗脚鰍必の吻神経三脚餓に「∫．
　　　　　達↑るまでに鞭塗嘩ら曙鰍ことが多魁たが

　　　　　ρで・7聯窃騨欄騨搾そユ◎哩3r本の筋雛・

　　　　　慌し聯ζと脚勉こ二値三三三脚鞄の　．

∵　愚痴見徽とが轡9硲挙隅蝉はアブミ筋
　　　　　、轡室蘭1素胎騨s与？調頸筋（人岬畔冠

　　　　　　ら・聯糠蜘K⑳墜響動難と騨同一

　　　　　・聯く呑∴測り、r．眼鰍’べ尋ゆ干：噸騨岬＝

　　　　　．碑蝉ξの運蝉働郷傷やる・神蜘戦
　　　　　　聯認め渾難野芝勲㌃般『解で乳挙位1勢壁嘩．

　　　　，騨鱒瞬し鰍さ解職奪四脚韓鱒爆薬

　　　　　瞬ゆ綴歌と鍔轡騨159本岬r瞬
　　　　　　聯q：0．叫・算1，町HA騨ELP）’町筋（ユ。

　　　　　　．8不，細工NS・班蛎）なξに比較すれば遙かに鋭敏な運動能を

　　　　　　もρていること櫻砂である・．・・∴■　『　末

　　　　　　三二諜鰭碧羅黙謎諜島護蕪1逸．

一8一・

＼

P駝



8

メ
∴
．
一
妻
」
，

9

●

1・そ．

仁’1－

ll・圃

1そ

謬．

　　の留湯湯治類引照堺ξゆる・鞭晦
　　嫡ゆ細細をもつ柳：隅一，こ舞耀い基博

　　瞳鞘灘37蝋分蜘近くr67嘱平均咽）6

　　翻形ある軽鴨核欄脚てゆ勢⑱嘱
　　起を働酵成しτい為・醐纈に溺為羅糊齢。磯）

　　矯められない・噸に厩照韓一本の鯛趾に一聯

　　・騨⑱蝉織関聯を示←魚影畑と6甑一本．

　　嚇澱緯鷹の賜餐伽μ難解繊胴時
　　彫町難解醗騨ら擁肇壽畔二鞭の隅

一ジ聯るが鰍璽醜磐鱒（蝦糠嘩聯
ビ隅隅）で少数彊輝晒ズい融輝繁勲・
　　　響きど騨な四駅雛蝿難して嫡≠殖継述興

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9一



　　　　　　　　　　永．「一∫て∴・，沼』：・』∫●1・・

．糠）『・三型織輪状聯時ら轍さ弓丈軸
・兎の姻頭筋（：DU聖τA）や両棲類の眼筋（猫ユ・λs面糖）ゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　ぴと　　　　　　し

撚廊働，こ撫麟の遥麟蕊栽索畿生か搬
しだ三野な終翁装置であるとみられている．（琵λ「罪R工葺SKAJA）。

幽，この纏灸繍経雛醐下している。

1豆食道乳頭の禰…分紘量的には貧弱であるが・固有層臆

恥て少数の蛇行性神経線維がみられ，二次乳頭にも適度に進入し，

蜜由に縛して硲る。ま允主として血管の周囲には特殊神経総胞

ρ寄布惣堀聯1騨脚なか勉．

　以上の繍学的偲織学的検索歳農よ鮎牛め蝿は主に駅の

「勘な田鶴ってい疑点ずることカ・できる・

一二，’勅蝿は貞律醜鉢曙二二によ9謹の三

下母を受けている。　’・　　，．『’一．

　　盆　牛の食道筋は・丁丁神経叢の四戒されている点では一般の

鰍筋瞭いる二二翻終森晃では・，むしろ内獺錨

としての犠を強燭って籾・歎その灘は絹当鍬である・

　　ε野鴨髄されなかつだが調勲歩まかの鱗鞭線三

管験轡さμたので・固有知覚の存在は肯定される。

　，密食道乳頭の神経分布を堕ちかにした。

　　　　　　　　　　　　　　、べ　　．　　2く1　・2σ　　．∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・気P　一　’∵∵・．
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